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TikTokとは？
l モバイル向けショートムービー
プラットフォーム

l 150の国・地域で展開
l ユーザーが投稿する動画コンテ
ンツは多様化傾向にあり、ライ
ブ配信も増加

l ⼤学・美術館、地⽅⾃治体や報
道機関などの情報発信にも活⽤
されている
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コミュニティガイドライン
• コミュニティに参加するユーザーが守
るべきルール、モデレーションの基準
を明⽰

• プラットフォームも遵守するもの

動画の審査・削除
• すべての動画を24時間365⽇体制で審査
し、コミュニティガイドラインに違反
するコンテンツは削除・アカウント停
⽌等の対応

• ⽣命⾝体の危険がある場合、関連当局
に連絡

TikTokのルール
コミュニティガイドライン
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偽・誤情報の審査基準

コミュニティガイドラインにおいて、削除等の対象となる偽・誤情報
について定めています。

（１）禁⽌されるもの
• 発信者の意図に関わらず
• 個⼈や社会に重⼤な危害を及ぼし得る、不正確な、誤解を招く、

または虚偽の情報

（２）おすすめフィードの対象外となるもの
• ⼀般的な陰謀論や緊急事態に関連する未確認の情報が含まれるコ

ンテンツなど
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2020年以来、TikTokは50か国語以上をサポートする、
世界中の18のファクトチェックパートナーと連携しています。

ファクトチェック機関との連携
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削除等の基準・措置の公正性・透明性の確保

• コミュニティガイドラインの公表

• 投稿者への削除の通知、理由の明⽰
• コミュニティガイドラインに違反して
動画が削除された場合、どのコミュニ
ティガイドラインに違反したかをユー
ザーに通知

• 異議申し⽴ての機会の確保
• 削除の理由を通知する画⾯や当該動画
の画⾯から、異議申し⽴てボタンをク
リックして、申し⽴てできる

• 再審査の結果も通知
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削除等の基準や措置の公正性・透明性の確保

透明性レポートの公表
• 「地域・⾔語別のモデレーション」セクショ
ンにおいて、上位50位の地域別数値も公表

• 上位50位の地域について、データのダウン
ロードが可能

• モデレーターの主要⾔語の割合も公表
• 悪意をもって⼈の意思決定に影響を与えよう
とする活動の検知を具体的に公表
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紛争に関連する⽤語を検索すると、
検索結果にガイドが表⽰される。
• 情報が必ずしも正確でない可能性が

あることを伝える
• 慎重なリアクションを呼びかける
• 公式の情報源を確認することを促す

偽・誤情報の防⽌
信頼できる情報源へのアク
セスと、慎重なアクション
を呼びかけるガイド
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偽・誤情報の防⽌ 信ぴょう性未確認ラベル

v
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⽣成AIへの対応
• 実在する⼈物の映像または⾳声を含むAI⽣成コンテンツの制限
• 実在する⼈物の映像または⾳声を含むAI⽣成コンテンツを、コ

ミュニティガイドラインで制限

• AIで⽣成したコンテンツにラベルを表⽰
• AI⽣成コンテンツを投稿する際には「AI⽣成」ラベルをつけるこ

とを義務付け

• 透明性と責任ある共同⾏動のためのフレームワークに参加
• AIの透明性と責任あるイノベーションのためのフレームワークで

ある「Partnership on AI」の Responsible Practices for 
Synthetic Media に参加
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AI⽣成ラベル表⽰の義務化

AIで⽣成したコンテンツにユーザー
がラベルを表⽰できる機能を開発
• AI⽣成コンテンツを投稿する際には
ラベルをつけることを義務付け
• ラベルをクリックすると、関連する
コミュニティガイドラインへのリン
クや、ラベルの趣旨を説明するガイ
ドに遷移
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多様性あるレコメンドシステム、フィルターバブルの防⽌

• 多様なコンテンツを表⽰するレコメンドシステム
• ユーザーから提供された指標（いいね等）により、ユーザーに

とって有⽤なコンテンツを予測する。予測スコアが⾼いものから
順番にランキングが作成されるが、それらの類似性をチェックし、
類似性が⾼い場合は、低いコンテンツと⼊れ替えることで、多様
性を確保している

• おすすめフィードのリセット
• ユーザーがコンテンツが⾃分に合っていない、あるいはテーマの

多様性が⼗分でないと感じたら、おすすめフィードをリセットで
きる
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レコメンドシステムの透明性

• レコメンドされた理由の表⽰
• なぜその動画がおすすめされたのか、動画

ごとにユーザーが確認できる

• レコメンドシステム/モデレーションの仕組
みについて、積極的な情報公開
• 専⾨家が、動画審査の実践や、レコメンド

システムに関する情報にアクセスできる
「透明性·説明責任情報公開センター」を
開設
• レコメンドシステムの仕組みを解説する
Webページを設置し、積極的に情報を公開


